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Aikawa M, Saito M, Ukon N, Komori Y, Haba H. Activation cross sections of alpha-induced reactions on natIn 
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Ukon N, Aikawa M, Komori Y, Haba H. Production cross sections of deuteron-induced reactions on natural 
palladium for Ag isotopes. Nuclear Instruments and Methods in Physics Research, Section B: Beam 
Interactions with Materials and Atoms. 201807; 426:13-17. 
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伊藤 浩, 石井士朗, 菅原茂耕, 末永博紀, 関野啓史, 黒岩大地, 箱崎元晴, 渡邊宏剛, 藤巻秀樹, 山國 

遼, 小檜山歩那美, 蛭田まほり, 柳沼佑基, 長谷川靖, 久保 均. 【Nuclear Medicine Today 2018 最新トピ

ックスから探る核医学の現在と未来】 PET・SPECTのハードウエア・ソフトウエア開発の最新トピックス 

PET/MRIの検査・診断の実際と将来展望. INNERVISION. 201810; 33(11):18-20. 
 
中山和也, 喜多譲司, 鷲山幸信. 遠隔利用可能なレートメータの開発. Journal of Wellness and Health Care. 
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小松由紀子, 西嶋剣一, 大曲茂生, 金井泰和, 仲 定宏, 東川 桂, 海老田陽子, 志賀 哲, 畑澤 順, 玉
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〔総説等〕 
 
織内 昇, 菅原茂耕, 廣正 智. 画像診断 褐色細胞腫・パラガングリオーマ診療ガイドライン2018. 内分泌・

糖尿病・代謝内科. 201812; 47(6):452-457. 
 
織内 昇, 菅原茂耕, 赤谷憲一. 【核医学の放射線治療への新規応用】 α線放出核種による癌治療の進歩と放射
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〔研究報告書〕 
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Nakamura Y. Evidence-based safety management for short-lived alpha emitters by grant of Nuclear 
Regulatory Agency of Japan. 31st Annual Congress of the European Association of Nuclear Medicine; 
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下山彩希, 久保 均, 右近直之, 趙 松吉, 高橋和弘, 粟生木美穂, 鷲山幸信, 西嶋剣一, 佐々木茂範, 伊
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藤 浩. At-211による汚染はサーベイメーターを用いた直接法によってどこまで検出できるか？ 第33回福島県

核医学研究会; 20180707; 郡山. 
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趙 松吉, 譚 成博, 右近直之, 西嶋剣一, 東川 桂, 安井博信, 七戸秀夫, 玉木長良, 久下裕司. 核医学イ
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製造と化学分離. 第62回放射化学討論会; 20180918-20; 京都. 
 
織内 昇. α線放出核種によるがん治療の進歩と国内における研究開発. 日本放射線腫瘍学会第31回学術大会; 
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20181115-17; 宜野湾. 
 
右近直之, 鷲山幸信, 趙 松吉, 織内 昇, 粟生木美穂, 譚 成博, 下山彩希, 久保 均, 高橋和弘, 伊藤 

浩. 正常マウスにおけるフリー211Atおよびmeta-[211At]astatobenzylguanidine (MABG)の組織吸収線量評価. 第
58回日本核医学会学術総; 20181115-17; 宜野湾. 
 
久保 均, 右近直之, 下山彩希, 趙 松吉, 伊藤 浩, 高橋和弘, 粟生木美穂, 鷲山幸信, 西嶋剣一, 佐々
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細野 眞, 織内 昇, 右近直之, 永津弘太郎, 伊藤哲夫, 山西弘城, 松田外志朗, 山田崇裕, 蜂須賀暁子, 
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中村吉秀. 短寿命α核種等のRI利用における合理的な放射線安全管理のあり方に関する研究. 第58回日本核医学

会学術総会; 20181115-17; 宜野湾. 
 
鷲山幸信, 小田 敬, 粟生木美穂, 佐々木茂範, 西嶋剣一, 高橋和弘. Astatine-211の乾式分離法の検討. 第
58回日本核医学会学術総会; 20181115-17; 宜野湾. 
 
鷲山幸信, 小田 敬, 佐々木茂範, 粟生木美穂, Francisco L Guerra Gomez, 谷口愛実, 西嶋剣一, 高橋和

弘. 垂直照射法を用いた 211Atの製造に関する諸条件の検討. 第58回日本核医学会学術総会; 20181115-17; 宜野

湾. 
 
鈴木 聡, 藤田正史, 岡井 研, 菅原茂耕, 伊藤祐子, 工藤明宏, 織内 昇, 緑川早苗, 橋本優子, 大平弘

正, 島袋充生, 志村浩己, 横谷 進, 鈴木 悟. バセドウ病内服療法開始後薬剤性肝炎のため放射性ヨウ素内用

療法を施行し、その後再度薬剤性肝炎から自己免疫性肝炎を併発した一例. 第61回日本甲状腺学会学術集会; 
20181122-25; 川越. 
 
篠原 厚, 豊嶋厚史, 吉村 崇, 兼田加珠子, 張 子見, 永田光知郎, 渡部直史, 畑澤 順, 大江一弘, 山
村朝雄, 白崎謙次, 菊永英寿, 羽場宏光, 鷲山幸信. 短寿命α線核種の飛散率等の基礎データ取得と合理的法規

制に向けた安全性検証と放射線管理法の開発. 日本放射線安全管理学会第17回学術大会; 20181205-07; 名古屋. 
 
篠原 厚, 吉村 崇, 豊嶋厚史, 兼田(中島)加珠子, 張 子見, 永田光知郎, 渡部直史, 大江一弘, 山村朝

雄, 白崎謙次, 菊永英寿, 羽場宏光, 鷲山幸信. 動物実験における短寿命アルファ線核種の体内外の分布. 日本

放射線安全管理学会第17回学術大会; 20181205-07; 名古屋. 
 
豊嶋厚史, 篠原 厚, 吉村 崇, 兼田加珠子, 張 子見, 永田光知郎, 渡部直史, 大江一弘, 山村朝雄, 白
崎謙次, 菊永英寿, 羽場宏光, 鷲山幸信. 短寿命アルファ線放出核種At-211の合理的規制に向けた飛散率測定. 
日本放射線安全管理学会第17回学術大会; 20181205-07; 名古屋. 
 
永田光知郎, 吉村 崇, 豊嶋厚史, 篠原 厚, 兼田加珠子, 張 子見, 渡部直史, 大江一弘, 山村朝雄, 白
崎謙次, 菊永英寿, 羽場宏光, 鷲山幸信. 合理的規制のためのラジウム-223およびその子孫核種の飛散率等の測

定. 日本放射線安全管理学会第17回学術大会; 20181205-07; 名古屋. 
 
細野 眞, 織内 昇, 右近直之, 永津弘太郎, 伊藤哲夫, 山西弘城, 松田外志朗, 山田崇裕, 蜂巣賀暁子. 
短寿命α核種等のRI利用における合理的な放射線安全管理のあり方に関する研究. 日本放射線安全管理学会第17
回学術大会; 20181205-07; 名古屋. 
 
山村朝雄, 白崎謙次, 坂本清志, 菊永英寿, 鷲山幸信, 篠原 厚, 吉村 崇, 豊嶋厚史, 兼田加珠子, 張 

子見, 永田光知郎, 渡部直史, 大江一弘, 羽場宏光. 短寿命アルファ線核種Ac-225の合理的規制に向けた飛散

率測定. 日本放射線安全管理学会第17回学術大会; 20181205-07; 名古屋. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Oriuchi N, Washiyama K, Nishijima K, Aoki M, Zhao S, Ukon N, Takahashi K. Targeted Alpha Therapy in 
Japan - Where we are in 2018 -. 31st Annual Congress of the European Association of Nuclear Medicine; 
20181013-17; Dusseldorf, Germany. 
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〔特別講演〕 
 
織内 昇. α線核種を中心とするがんの核医学治療. 放射線安全管理研修会・アイソトープ利用研究会; 20180202; 
札幌. 
 
織内 昇. がん治療におけるPETの役割とTheranostics. 第31回九州PET研究会; 20180728; 福岡. 
 
鷲山幸信. 225Ac/213Biと 211Atの核薬学研究の最先端. 第58回日本核医学会学術総会; 20181115-17; 宜野湾. 
 
織内 昇. PETによるがん治療の個別化とTheranostics. 第31回日本医学放射線学会関東地方会; 20181208; 東
京. 
 
〔招待講演〕 
 
織内 昇. PETによるがん診断とアルファ線による最新の核医学治療. 公開講座「がんを知り尽くす」シリーズ第

6弾 診断・治療に大活躍 がんと放射線; 20180218; 福島. 
 
趙 松吉. 福島の復興を健康面から支える最先端医療機器・技術. 笹川医学奨学金進修生同学会日本支部第1回全

国記念学術総会; 20180930; 東京. 
 
〔その他〕 
 
織内 昇. RI内用療法の原理と実際. 第18回日本核医学会春季大会; 20180513; 東京. 
 
織内 昇. 頭頚部がん・乳がん. 第18回日本核医学会春季大会; 20180513; 東京. 
 
織内 昇. 講義 FDG-PET読影の基礎. 第12回PET-CT読影実践セミナー; 20180526; 東京. 
 
織内 昇. 講義 90Y標識抗CD20抗体による悪性リンパ腫の治療 読影・判定について. 第35回イットリウム-
90標識抗CD20抗体を用いた放射免疫療法の安全取扱講習会; 20180609; 東京. 
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